
『
真
宗
法
葉
』

の
出
版
経
緯
と
聖
教
蔵
板
の
意
義

は
じ
め
に

『
真
宗
法
議
」
一
巻
は
、
江
戸
中
後
期
に
刊
行
さ
れ
た
浄
土
真
宗

の
聖
教
集
と
言
い
得
る
。
た
だ
し
、
極
め
て
短
編
の
聖
教
ば
か
り
を

収
め
て
お
り
、
板
に
よ
っ
て
は
、
江
戸
時
代
、
西
本
願
寺
末
寺
で

あ
っ
た
興
正
寺
門
主
の
消
息
を
も
含
ん
で
い
る
。
伝
本
稀
で
、
後
世

へ
の
影
響
も
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
ず
、
現
在
の
真
宗
史
上
で
も
研
究

の
組
上
に
上
が
ら
な
い
書
物
で
あ
る
。

た
だ
し
、
近
世
出
版
史
か
ら
見
れ
ば
ユ
ニ
ー
ク
な
版
本
と
言
え
る
。

結
論
を
先
に
言
え
ば
、
そ
の
内
容
に
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
「
出
版
さ

れ
た
も
の
」
で
あ
る
が
故
に
、
真
宗
屈
指
の
碩
学
の
僧
の
運
命
を
変

え
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
さ
ら
に
は
当
時
の
西
本
願
寺
教
団
に
も
影

響
を
与
え
か
ね
な
か
っ
た
書
物
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ

万

波

子

寿

7
h
v
o
 筆

者
は
以
前
、
興
正
寺
が
行
っ
た
聖
救
出
版
と
し
て
『
真
宗
法
議
』

一
巻
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
当
該
本
は
大

き
く
分
け
て
二
種
類
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
天
明
七
年

(
一
七
八
七
)
十
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
慶
一
社
寺
の
玄
智
が
編
ん
だ
も

の
と
、
西
本
願
寺
末
寺
で
あ
っ
た
興
正
寺
が
寛
政
元
年
(
一
七
八
九
)

に
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
雨
番
は
体
裁
も
非
常
に
よ
く
似
て
お
り
、

関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
当
時
は
そ
れ
を
解
明
で
き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
両
書
の
出
版
経
緯
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。

そ
の
上
で
、
当
時
の
西
本
願
寺
に
と
っ
て
二
種
類
の
『
真
宗
法
哉
』

が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
か
、
さ
ら
に
は
聖
教
を
開
板
(
印
刷

の
原
版
で
あ
る
板
木
を
新
し
く
作
製
す
る
こ
と
)
す
る
こ
と
が
近
世

社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
っ
た
の
か
の
一
端
を
示
そ
う

と
思
う
。

七



困
文
撃
論
叢

第
六
十
二
輯

な
お
、
引
用
文
献
の
翻
刻
は
筆
者
が
行
っ
た
。
そ
の
際
、
漢
字
を

通
行
の
も
の
に
改
め
、
合
字
は
聞
き
、
私
に
句
読
点
を
付
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
全
文
を
紹
介
す
る
必
要
が
あ
る
と
恩
わ
れ
た
の
で
、
末

尾
に
慶
証
寺
玄
智
の
弁
明
書
の
翻
刻
を
付
し
て
い
る
。

二
種
類
の
『
真
宗
法
象
」

閲
板
の
経
緯
と
動
機

ま
ず
、
二
種
類
の
『
真
宗
法
梨
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
版

経
緯
を
説
明
す
る
。
二
種
類
の
う
ち
、
先
に
開
板
さ
れ
た
の
は
玄
智

が
編
纂
し
た
『
真
宗
法
議
』
で
あ
っ
た
。
玄
智
は
、
享
保
十
九
年

(
一
七
三
四
)
生
ま
れ
、
寛
政
六
年
(
一
七
九
四
)
没
、
本
願
寺
派

の
僧
侶
で
あ
る
。
字
を
影
煙
、
若
蔵
と
い
い
、
号
は
孝
徳
坊
、
曇
華

室
。
河
内
国
に
生
ま
れ
、
西
本
願
寺
の
檀
林
で
あ
る
学
林
の
高
僧
僧

撲
に
師
事
し
て
西
本
願
寺
寺
内
町
に
あ
る
慶
証
寺
玄
容
の
嗣
と
な

り
、
同
寺
の
七
世
と
な
っ
て
本
山
(
西
本
願
寺
)
の
法
.
嬰
な
ど
を
行

う
御
堂
衆
(
当
時
は
堂
逮
と
呼
ば
れ
た
)
を
つ
と
め
た
学
僧
で
あ
る
。

宗
史
の
研
究
者
と
し
て
比
す
る
者
な
く
、
ま
た
聖
教
の
研
究
に
お
い

て
も
当
時
最
高
の
学
力
を
持
つ
と
さ
れ
た
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
。

著
書
も
豊
富
で
、
本
願
寺
派
を
中
心
に
真
宗
史
を
記
し
た
「
大
谷
本

七

願
寺
通
紀
』
十
五
巻
や
「
教
行
信
証
』
の
研
究
書
「
本
典
光
融
録
」

四
十
巻
を
は
じ
め
、
真
宗
高
田
派
の
発
行
し
た
祖
師
伝
の
註
釈
舎
を

批
判
し
た
『
非
正
統
伝
」
一
巻
と
い
っ
た
論
破
書
も
あ
る
。

『
真
宗
法
議
』
を
編
集
し
て
い
た
頃
ま
で
に
は
、
玄
智
は
真
宗
依

用
の
経
典
「
浄
土
三
部
経
」
を
校
訂
し
、
新
刻
し
た
実
織
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
同
書
の
編
纂
は
や
が
て
西
本
願
寺
へ
板
木
を
献
上
す
る

予
定
の
祖
師
親
驚
の
伝
記
『
御
伝
紗
』
の
校
訂
・
新
刻
作
業
と
並
行

し
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
学
力
は
も
ち
ろ
ん
、
本
山
の
信
頼
も
篤
く
、

さ
ら
に
は
当
時
の
出
版
事
情
も
熟
知
し
て
い
た
玄
智
の
実
力
が
知
ら

れ
る
。『
真
宗
法
袋
』
の
開
板
経
緯
に
つ
い
て
は
、
「
御
伝
紗
蔵
版
一
件
記

鋭
』
に
あ
る
。
以
前
、
拙
稿
で
取
り
上
げ
た
が
v

、
再
度
検
討
し
て
み

た
い
。ま
ず
、
「
真
宗
法
議
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
聖
教
は
、
『
愚
禿
紗
』
、

「
浄
土
文
類
衆
紗
』
、
「
入
出
二
門
偽
」
、
「
両
師
講
式
」
、
『
古
水
講
式
』
、

「
聖
徳
太
子
論
式
」
、
『
祖
師
講
式
」
、
『
歎
徳
文
」
、
『
祖
像
賛
銘
」
の

九
点
で
あ
る
。
図
一
の
「
真
宗
法
紫
』
冒
頭
部
が
示
す
と
お
り
、
本

文
に
は
訓
点
や
清
濁
(
「
o

」
や
「
。
。
」
で
示
さ
れ
て
い
る
、
清

濁
を
示
す
記
号
。
「
。
。
」
が
濁
点
を
示
す
)
が
記
さ
れ
、
読
み
方

が
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
短
い
聖



教
師
湖
で
、

『出
禿
紗
』
以
外
は
勤
行
な
ど
で
僧
侶
が
音
読
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
御
利
1.
政
と
し
て
本
山
の
聖
教
の
読
み
ん
に
精
通
し
て
い

た
玄
仰
は
、
す
で
に

『浄
土
三
郎
経
』
を
校
訂
、
新
刻
し
て
い
た
。

加
え
て

『真
宗
法
誕
」
の
開
板
準
備
は
、
毎
年
の
報
思
講
で
拝
読
さ

れ
る

『御
伝
紗
」
の
校
訂

・
新
刻
作
業
と
強
行
し
て
い
た
こ
と
と
も

併
せ
る
と
、
ト
糸
川
け
に
は
、
何
本
側
年
秋
同
の
取
点
と
し
て
、
本
山
が

正
式
な
川
市
教
の
読
み
方
を
示
す
べ
き
と
の
考
え
が
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
る
。
な
お
、
明
読
川
で
な
い

『出
禿
抄
』
が
入
っ
て
い
る
の
は
、

|司
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園
文
皐
論
叢

第
六
十
二
輯

一
七
四

が
古
く
か
ら
『
浄
土
文
類
来
紗
』
、
『
入
出
二
門
偶
」
と
合
わ
せ
て
一

冊
と
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
て
い
た
た
め
、
板
株
(
版
株
と
も
。
版
権
の

こ
と
。
た
だ
し
現
在
の
版
権
よ
り
も
強
力
で
、
永
久
的
に
権
利
が
保

障
さ
れ
た
)
が
他
の
二
点
と
分
か
ち
が
た
か
っ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

一
御
伝

天
明
三
年
卯
五
月
、
土
屋
伊
予
守
殿
役
所
へ
、
鹿
誼
寺
直
々

願
出
、
段
々
御
吟
味
之
上
、
板
行
御
免
。

板
元
、
東
六
条
丁
子
屋
九
郎
右
衛
門
江
相
対
、
証
文
別
紙
、

写
之
通
ニ
御
座
候
、
猶
又
、
当
春
永
代
板
賃
為
渡
切
、
銀
百

牧
申
請
度
旨
、
舛
屋
清
兵
衛
よ
り
申
来
候
故
、
先
承
置
候
、

一
愚
禿
紗
、
文
類
家
紗
、
入
出
二
門
偶

天
明
七
年
来
十
一
月
十
日
、
永
田
調
兵
衛
取
次
ニ
而
、
西
役

所
へ
願
、
御
免
。

板
木
の
行
方

『
真
宗
法
集
』
開
板
に
あ
た
っ
て
、
問
題
に
な
る
の
が
板
株
で
あ
っ

た
。
当
時
の
出
版
法
で
は
、
先
に
同
じ
も
の
が
出
版
さ
れ
て
い
た
場

合
は
、
そ
の
板
株
が
優
先
さ
れ
、
後
か
ら
の
も
の
は
開
板
で
き
な
い

決
ま
り
で
あ
っ
た
。
後
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
が
先
に
出
さ
れ
て
い

た
も
の
と
ほ
ぼ
全
て
重
複
し
て
い
た
場
合
を
重
板
と
い
い
、
一
部
同

じ
で
あ
る
も
の
を
類
板
と
呼
ん
で
、
い
ず
れ
も
違
法
と
さ
れ
た
。
こ

の
た
め
、
玄
智
に
は
、
先
の
九
点
の
聖
教
に
つ
い
て
、
先
に
開
板
し

た
者
が
い
る
場
合
は
交
渉
し
て
板
株
を
入
手
し
た
上
で
、
新
し
く
開

板
す
る
こ
と
を
奉
行
所
に
申
請
し
、
ま
た
先
板
が
無
い
場
合
は
自
ら

が
板
株
の
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
次
に
挙
げ
る
の
は
、
『
御

伝
紗
蔵
版
一
件
記
録
」
に
納
め
ら
れ
た
玄
智
が
本
山
へ
提
出
し
た
と

み
ら
れ
る
文
書
で
、
玄
智
自
ら
が
校
訂
し
た
本
の
板
株
に
つ
い
て
の

覚
え
書
き
の
写
し
で
あ
る
。

板
元
書
林
江
相
対
之
覚

板
元
、
右
九
郎
右
衛
門
へ
留
板
遣
、
壱
部
ニ
付
正
味
銀
三
匁

宛
遺
候
筈
、
但
、
壱
部
与
申
ハ
、
三
本
合
壱
部
之
事
ニ
御
座

候
、
分
チ
弘
メ
候
儀
ハ
、
無
用
ニ
致
し
候
様
ニ
断
リ
申
来
候
。

一
太
子
講
式
明
和
九
年
辰
五
月
、
越
前
敦
賀
永
覚
寺
よ
り
、
丁
子
屋
庄
兵

衛
取
次
ニ
師
、
役
所
願
、
相
済
候
由
。

板
元
、
越
前
敦
賀
永
覚
寺
へ
、
天
明
六
年
午
六
月
、
慶
讃
寺

直
々
罷
越
、
相
対
済
。

一
知
恩
講
式
天
明
七
年
未
士
一
月
五
日
、
丁
子
屋
庄
兵
衛
取
次
ニ
而
、
西

役
所
へ
願
、
御
免
。

右
、
本
屋
元
株
無
之
由
。

一
報
恩
講
式
天
明
五
年
巴
十
二
月
五
目
、
丁
子
屋
庄
兵
衛
取
次
ニ
而
、
京

役
所
へ
願
、
御
免
。



板
元
、
丁
子
屋
庄
兵
衛
所
持
之
式
文
翼
賛
板
木
、
引
賞
と
し

て
金
子
取
替
遺
候
而
、
表
向
ハ
買
取
之
分
、
尤
、
追
而
訣
立

可
仕
筈
。

一
歎
徳
文

天
明
八
年
申
八
月
廿
二
日
、
永
田
岡
兵
衛
取
次
ニ
而
、
東
役

所
へ
願
、
御
免
。

板
元
、
寺
町
吉
野
屋
為
入
江
相
態
之
代
リ
、
写
本
遺
候
筈
、

相
対
。

一
祖
像
賛
銘
右
、
同
断
、

右
、
本
屋
ニ
似
寄
候
株
有
之
候
得
共
、
不
及
相
対
事
済
。

惣
而
、
本
屋
よ
り
開
板
願
、
相
済
候
分
ハ
、
本
屋
ニ
而
別
板
流

行
仕
候
段
は
、
真
宗
法
要
之
通
、
嘗
方
よ
り
差
構
不
申
儀
ニ
御

座
候
。

(
傍
線
筆
者
)

『
御
伝
紗
」
お
よ
び
『
真
宗
法
紫
」
収
載
の
九
点
の
聖
教
の
板
株

を
新
た
に
開
板
す
る
に
あ
た
り
、
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
『
御
伝
紗
』

の
み
は
慶
証
寺
こ
と
玄
智
自
ら
が
役
所
へ
出
願
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

同
替
の
板
木
が
い
ず
れ
本
山
へ
献
上
さ
れ
、
西
本
願
寺
依
用
の
聖
教

と
し
て
本
山
よ
り
弘
通
(
ぐ
づ
う
。
「
弘
通
」
は
、
本
来
は
仏
法
を

広
め
る
こ
と
だ
が
、
聖
教
類
な
ど
を
頒
布
さ
せ
る
際
に
も
使
用
さ
れ

『
真
宗
法
哉
』
の
出
版
経
緯
と
聖
教
蔵
板
の
意
義

る
)
さ
れ
る
「
御
蔵
板
」
本
に
加
え
ら
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
た
め
と

察
せ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
以
外
、
つ
ま
り
『
真
宗
法
紫
」
収
載
の
聖
教
の
開

板
申
請
に
つ
い
て
は
、
西
本
願
寺
に
馴
染
み
の
あ
っ
た
老
舗
杏
林
永

田
調
兵
衛
や
西
本
願
寺
の
寺
内
町
の
書
林
丁
子
屋
庄
兵
衛
と
い
っ

た
、
本
屋
に
よ
る
申
請
で
出
願
し
、
興
正
寺
が
蔵
板
を
目
指
し
た

「
御
伝
紗
』
よ
り
は
格
下
の
手
続
き
を
し
て
い
る
。
本
山
に
と
っ
て

は
「
御
伝
紗
』
の
蔵
板
こ
そ
が
目
的
で
あ
っ
て
、
「
真
宗
法
議
」
は

付
随
的
な
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
御
伝
紗
蔵
版
一
一
件
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
玄
智
校
訂
の
『
浄
土
三

部
経
』
も
「
是
迄
三
部
経
、
礼
賛
等
、
蔵
板
之
節
は
、
本
屋
取
次
ニ

而
、
無
造
作
ニ
相
済
候
得
共
」
と
あ
っ
て
、
や
は
り
同
様
の
出
願
形

態
を
採
っ
て
い
る
。
興
正
寺
が
『
浄
土
三
部
経
」
の
蔵
板
を
計
画
し

て
い
な
い
こ
と
が
直
接
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
「
三
部
経
』
に
せ
よ
『
真

宗
法
哉
』
に
せ
よ
、
興
正
寺
が
計
聞
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
玄

智
は
両
書
に
正
し
い
読
み
方
を
示
す
目
的
で
、
こ
う
し
た
開
板
事
業

を
企
画
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
十
全
の
用
意
を
以
て
開
板
さ
れ
た
同
書
で
あ
っ
た
が
、

天
明
八
年
(
一
七
八
八
)
正
月
に
起
こ
っ
た
天
明
の
大
火
に
よ
り
、

「
御
伝
紗
』
の
板
木
と
と
も
に
焼
失
し
た
。
焼
け
残
っ
た
の
は
、
『
御

一
七
五
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伝
紗
』
の
「
外
題
小
板
壱
牧
」
だ
け
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
仮
水
は

焼
け
て
も
焼
株
と
し
て
権
利
は
残
っ

て
い

る
た
め
、
そ
の
旨
を
出
入

の
占
林
氷
山
湖
兵
衛
と
共
に
本
山
へ
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
O

年
以
上
前
の
明
和
二
年
に
開
叙
さ
れ
た
玄
州
u
校
訂

『浄
上
三
部
経
』

は
町
板
同
様
の
流
布
で
あ
っ
た
か
ら
、
山
反
証
寺
に
は
ほ
と
ん
ど
の
板

木
を
置
い
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
際
に
失
わ
れ
た
玄
判
制

『点
宗
法
公
」

二
度
と
再
刻
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

の
板
本
は
、
そ
の
後

興
正
寺
編

『真
宗
法
嚢
』
の
開
板

一
七
六
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玄
智
の
「
真
宗
法
議
」
刊
行
か
ら
三
年
後
の
寛
政
元
年

(
一
七
八
九
)
、
今
度
は
興
正
寺
が
同
名
の
番
を
開
板
す
る
。
内
容
は
、

浄
土
宗
の
開
祖
法
然
の
著
作
「
一
枚
起
請
文
』
、
法
然
著
作
と
さ
れ

た
『
興
御
書
」
(
現
在
は
偽
書
と
さ
れ
る
)
、
本
願
寺
中
興
の
祖
で
あ

る
蓮
如
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
「
領
解
文
」
(
別
名
『
改
悔
文
」
)
お
よ

び
、
興
正
寺
門
主
が
西
本
願
寺
学
林
の
学
説
を
批
判
し
た
興
正
寺
門

主
の
消
息
「
真
宗
安
心
決
正
消
息
』
の
四
点
か
ら
成
る
が
、
別
に

「
十
二
礼
」
や
『
後
出
弥
陀
偏
』
な
ど
、
非
常
に
短
い
聖
教
を
収
録

し
た
も
の
も
存
在
す
る
。
い
ず
れ
も
、
玄
智
編
集
の
も
の
と
同
じ
く
、

消
澗
な
ど
読
み
を
付
し
て
い
る
(
図
二
)
。

す
で
に
前
稿
で
触
れ
た
が
、
こ
の
時
期
は
、
後
に
三
業
惑
乱
と
呼

ば
れ
西
本
願
寺
教
団
だ
け
で
な
く
、
他
派
に
も
及
ぶ
大
規
模
な
教
学

論
争
の
勃
発
前
夜
で
あ
り
、
西
本
願
寺
教
団
の
統
治
に
動
揺
が
見
え

始
め
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
期
に
当
時
末
寺
で
あ
っ
た

興
正
寺
か
ら
聖
教
が
開
板
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
三
業
感
乱

で
問
題
視
さ
れ
た
聖
教
で
あ
る
「
領
解
文
』
と
、
本
山
(
西
本
願
寺
)

の
学
説
を
批
判
し
た
「
真
宗
安
心
決
正
消
息
』
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

興
正
寺
が
、
聖
教
を
開
板
し
、
か
つ
西
本
願
寺
の
学
説
を
批
判
す
る

こ
と
で
、
自
ら
の
存
在
感
を
高
め
て
本
山
と
し
て
振
る
舞
お
う
と
し

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

『
真
宗
法
哉
」
の
出
版
経
緯
と
聖
教
蔵
板
の
意
義

元
々
、
明
和
二
年
(
一
七
六
五
)
に
西
本
願
寺
御
蔵
板
と
し
て
は

最
も
長
大
な
仮
名
聖
教
集
「
真
宗
法
要
」
が
開
板
さ
れ
て
い
た
。
こ

れ
は
巷
に
あ
ふ
れ
る
町
板
に
誤
り
の
多
い
こ
と
を
受
け
て
、
こ
れ
を

正
し
、
本
山
の
権
威
で
以
て
弘
通
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
出
版
事

業
を
受
け
て
、
末
寺
と
い
う
立
場
を
嫌
っ
て
い
た
興
正
寺
は
聖
教
蔵

板
に
乗
り
出
す
。
ま
ず
は
『
教
行
信
託
」
と
『
六
要
紗
』
の
板
株
を

蔵
板
し
よ
う
と
し
た
的
、
西
本
願
寺
に
阻
止
さ
れ
、
次
に
『
御
伝
紗
』

株
を
求
め
た
も
の
の
、
こ
れ
も
西
本
願
寺
の
僧
玄
智
が
開
板
し
て
し

ま
っ
た
。
こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、
興
正
寺
に
と
っ
て
は
つ

い
に
積
年
の
計
画
で
あ
っ
た
理
教
蔵
板
が
実
現
し
た
こ
と
に
な
る
。

所
化
の
動
揺

興
正
寺
に
よ
る
『
真
宗
法
議
」
の
刊
行
は
、
西
本
願
寺
の
修
学
機

関
で
あ
る
学
林
の
所
化
(
学
林
で
教
え
を
受
け
る
僧
侶
)
を
動
揺
さ

せ
、
西
本
願
寺
へ
出
版
差
し
止
め
の
申
請
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
際
の

文
書
を
控
え
た
寛
政
二
年
(
一
八

O
O
)
頃
の
資
料
が
「
真
宗
法
薬

及
夏
中
勧
諭
消
息
閲
版
一
件
』
で
あ
る
。
す
で
に
翻
刻
・
発
表
し
て

い
る
の
で
省
略
す
る
的
、
学
林
の
所
化
等
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
も

興
正
寺
門
主
の
法
高
は
『
真
宗
安
心
決
正
消
息
』
を
門
末
に
授
与
し

て
お
り
、
ま
た
使
僧
に
演
説
を
さ
せ
て
、
当
本
山
と
は
異
な
る
教
義

一
七
七
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を
広
め
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
「
真
宗
法
議
』
な
る

本
が
開
板
さ
れ
た
こ
と
は
、
諸
国
の
門
末
の
信
仰
に
関
わ
る
こ
と
で

あ
る
と
、
そ
の
影
響
の
大
き
い
こ
と
を
訴
え
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
西
本
願
寺
も
興
正
寺
版
『
真
宗
法
集
」
を
問
題

視
し
、
そ
の
出
版
経
緯
に
つ
い
て
も
調
査
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

同
資
料
に
は
、
興
正
寺
版
『
真
宗
法
集
』
の
印
刷
・
製
本
に
関
わ
っ

た
書
林
永
田
調
兵
衛
の
詫
び
状
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
日
付
は
寛
政

二
年
九
月
で
あ
る
。
同
書
は
こ
の
際
に
西
本
願
寺
の
圧
力
に
よ
っ
て

絶
板
(
違
法
出
版
へ
の
処
分
の
ひ
と
つ
。
板
木
を
壊
し
、
後
の
出
版

を
絶
つ
こ
と
)
と
さ
れ
た
も
の
か
、
玄
智
の
『
真
宗
法
集
』
同
様
、

伝
本
は
少
な
い
。

以
上
が
、
二
種
類
の
「
真
宗
法
議
」
の
開
板
経
緯
で
あ
る
。

『
真
宗
法
嚢
』

の
板
株
を
め
ぐ
っ
て

一
玄
智
の
窮
状

さ
て
、
こ
う
し
た
事
件
と
前
後
し
て
、
本
山
か
ら
の
玄
智
の
処
遇

も
大
き
く
変
化
し
た
。
天
明
の
大
火
に
よ
っ
て
住
職
を
務
め
る
慶
証

寺
も
被
災
し
、
板
木
だ
け
で
な
く
家
財
も
失
い
、
生
活
は
困
窮
し
て

い
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
将
来
御
蔵
板
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た

一
七
八

『
御
伝
紗
』
や
『
真
宗
法
索
」
の
新
規
開
板
に
か
か
っ
た
諸
経
費
そ

れ
ぞ
れ
約
銀
六
百
匁
、
八
百
匁
を
玄
智
自
ら
が
立
て
替
え
て
い
た
が
、

こ
れ
を
西
本
願
寺
は
未
払
い
の
ま
ま
に
し
て
い
た
。
『
御
伝
紗
蔵
版

一
件
記
録
』
に
よ
れ
ば
、
玄
智
が
窮
状
を
訴
え
る
た
め
、
天
明
の
大

火
が
起
こ
っ
た
年
の
六
月
、
本
山
役
人
宛
に
入
用
金
の
嘆
願
書
を
提

出
し
て
い
る
。

以
手
紙
、
致
啓
上
候
。
然
は
、
去
冬
巳
来
、
段
々
及
御
引
合
候

御
侍
記
、
其
外
真
名
御
聖
教
類
之
板
木
、
弥
御
殿
へ
相
納
リ
可

申
筈
之
慮
、
彼
是
与
隙
取
之
内
、
嘗
春
大
火
之
節
、
焼
失
仕
、

多
年
之
辛
労
空
敷
相
成
、
如
ケ
計
残
念
奉
存
候
。
就
夫
、
拙
寺

儀
、
居
宅
掛
屋
敷
等
、
不
残
類
焼
仕
、
一
向
取
縦
難
出
来
、
甚

首
惑
仕
候
付
、
何
卒
、
右
印
板
入
用
取
替
申
上
置
候
分
、
御
憐

懸
を
以
、
拝
借
被
仰
付
被
下
候
様
、
奉
願
度
候
。
併
、
右
体
之

儀
、
御
取
扱
も
難
被
成
下
、
且
又
、
板
木
急
ニ
御
入
用
ニ
も
、

無
御
座
趣
ニ
も
候
ハ
¥
外
ニ
右
板
木
之
株
、
所
望
之
仁
有
之

候
得
は
、
譲
リ
遺
候
様
ニ
仕
度
候
。
此
段
、
苦
ケ
ル
開
放
候
哉
、

ケ
様
之
筋
御
伺
申
上
候
段
、
奉
恐
入
候
得
共
、
何
分
身
上
難
渋

仕
候
付
、
無
拠
、
貴
公
様
迄
、
御
内
々
申
上
候
閥
、
御
推
察
之

上
、
宜
御
勘
考
被
仰
上
被
下
候
様
、
奉
頼
候
。

以
上
。



六
月
十
四
日
(
以
下
略
)

前
半
で
、
「
御
伝
紗
」
お
よ
び
「
真
宗
法
難
』
の
板
木
を
本
山
へ

納
め
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
天
明
の
大
火
で
の
被
災
に
よ
っ
て

「
多
年
之
辛
労
空
敷
相
成
、
如
ケ
計
残
念
奉
存
候
」
と
歎
き
、
ま
た

寺
ば
か
り
で
な
く
庫
裡
(
住
居
し
て
い
る
建
物
)
な
ど
ま
で
残
ら
ず

焼
け
て
し
ま
い
、
生
活
が
立
ち
ゆ
か
な
い
と
述
べ
、
『
御
伝
紗
』
や

「
真
宗
法
集
」
の
板
木
制
作
費
用
の
立
て
替
え
分
を
「
拝
借
」
願
え

な
い
か
と
訴
え
て
い
る
。
な
ぜ
支
払
い
で
は
な
く
借
り
入
れ
に
し
て

い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
実
際
に
、
非
常
に
困
窮
し
て
い
た
よ
う

で
、
『
御
伝
紗
』
や
『
真
宗
法
案
」
は
差
し
迫
っ
て
必
要
な
も
の
で

は
な
い
か
ら
、
「
所
望
之
仁
有
之
候
得
は
、
議
リ
遺
候
様
ニ
仕
度
候
、

此
段
、
苦
ケ
ル
閥
敷
候
哉
」
と
、
他
へ
板
木
を
売
り
渡
す
意
志
さ
え

見
せ
て
い
る
。

右
の
よ
う
な
窮
状
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
不
幸
が
続
い
た
。
寛
政

元
年
(
一
七
九
九
)
、
本
山
の
命
を
受
け
編
纂
し
た
西
本
願
寺
の
歴

史
書
「
大
谷
本
願
寺
通
紀
』
十
五
巻
の
一
部
「
宗
主
伝
」
が
本
山
に

よ
っ
て
流
布
が
停
止
さ
れ
、
玄
智
自
身
も
隠
居
と
称
さ
れ
る
も
の
の
、

事
実
上
の
閉
門
の
処
遇
を
受
け
た
。
玄
智
は
名
誉
を
回
復
で
き
な
い

ま
ま
寛
政
六
年
十
月
に
六
十
一
歳
で
没
す
る
。
本
山
か
ら
の
こ
の
よ

う
な
処
遇
の
理
由
は
不
明
瞭
で
あ
っ
た
が
、
「
本
山
に
と
っ
て
は
ゆ

『
真
宗
法
哉
』
の
出
版
経
緯
と
聖
教
蔵
板
の
意
義

る
が
せ
に
で
き
な
い
と
認
識
す
る
よ
う
な
行
動
が
玄
智
に
は
あ
っ
た

よ
う
」
で
あ
る
。

ニ
玄
智
の
弁
明

本
山
の
「
宗
主
伝
」
停
止
命
令
以
降
、
自
身
の
病
気
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
玄
智
は
寛
政
四
年
九
月
、
本
山
に
弁
明
書
を
提
出
し
た
。

そ
の
中
に
『
真
宗
法
紫
』
板
株
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
の
で
、
そ
の

部
分
を
左
に
掲
げ
る
。

(
前
略
)一
右
事
之
根
源
与
相
成
真
宗
法
議
与
申
書
ハ
、
元
来
拙
寺
蔵
板

ニ
而
候
得
共
、
御
憐
学
頭
実
相
庵
所
望
ニ
付
、
譲
遺
申
候
処
、

彼
御
方
之
新
御
脅
与
申
を
刻
足
し
、
蔵
板
与
相
成
、
成
正
月

以
来
出
入
之
本
屋
ニ
而
摺
仕
立
、
諸
国
江
流
行
仕
候
段
者
、

諸
人
見
聞
之
事
ニ
候
(
以
下
略
)

こ
れ
ま
で
の
不
遇
の
「
根
源
与
相
成
」
っ
た
『
真
宗
法
議
』
に
つ

い
て
は
、
そ
の
焼
株
を
「
御
憐
学
頭
実
相
庵
」
す
な
わ
ち
興
正
寺
の

学
顕
実
相
庵
大
麟
が
所
望
し
た
の
で
売
り
渡
し
た
と
い
う
。
そ
こ
で

大
麟
は
、
「
新
御
書
」
す
な
わ
ち
興
正
寺
門
主
の
消
息
で
あ
る
『
安

心
決
正
消
息
』
を
彫
り
足
し
て
懇
意
に
し
て
い
た
と
い
う
本
屋
に
印

刷
製
本
さ
せ
、
流
布
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
玄
智

七
九
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が
編
纂
し
た
「
真
宗
法
議
』
の
焼
株
を
購
入
し
、
興
正
寺
の
元
で
新

刻
開
板
し
た
も
の
が
興
正
寺
編
『
真
宗
法
議
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

玄
智
が
編
纂
し
た
も
の
と
題
号
が
同
じ
で
あ
っ
た
の
は
、
株
が
同
じ

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
弁
明
書
で
、
玄
智
は
大
麟
を
「
年

来
同
心
之
学
友
」
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
立
場
を
越
え
て
長
い
親

交
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
こ
う
し
た
こ
と
が
板
株
の
売
却
に
繋

が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

玄
智
に
と
っ
て
見
れ
ば
、
本
山
か
ら
の
支
払
い
が
遅
れ
る
中
、
株

の
売
却
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
ま
た
、
正
し
い

読
み
方
を
示
す
た
め
に
作
っ
た
本
で
あ
る
か
ら
、
興
正
寺
側
に
渡
っ

て
も
勤
行
や
学
問
に
資
す
る
の
み
と
考
え
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か

し
、
実
際
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
三
業
惑
乱
を
前
に
輿
正
寺
の
立

場
を
明
確
に
し
、
本
山
と
し
て
振
る
舞
う
た
め
の
舎
と
い
う
、
政
治

的
性
格
の
強
い
書
物
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

玄
智
は
ま
た
、
同
じ
弁
明
書
の
中
で
、
自
ら
が
行
っ
た
興
正
寺
へ

の
対
応
に
よ
っ
て
西
本
願
寺
に
資
す
る
こ
と
が
大
き
か
っ
た
旨
を
述

べ
て
い
る
。
該
当
箇
所
を
左
に
掲
げ
る
。

(
前
略
)
其
外
、
彼
御
方
(
興
正
寺
)
ニ
而
講
中
よ
り
五
帖
御

文
章
新
板
之
願
茂
仕
候
由
故
、
実
相
庵
江
申
問
、
出
来
不
申
様

取
斗
、
又
「
御
伝
記
』
蔵
板
企
之
節
ハ
、
別
而
蒙
仰
候
事
故
、

一
八
O

早
速
書
林
江
引
合
、
公
辺
江
願
出
、
御
当
方
御
蔵
板
ニ
相
成
、

真
名
御
聖
教
類
之
御
蔵
板
迄
茂
同
断
ニ
相
済
、
且
又
他
所
ニ
而

御
文
章
類
板
之
儀
も
承
及
次
第
段
之
注
進
申
上
、
彼
是
と
寸
志

之
忠
勤
を
尽
し
候
処
、
右
体
之
事
よ
り
汚
名
を
得
、
旧
功
を
没

し
候
段
、
心
外
之
至
、
御
賢
察
可
被
成
下
候
。

ま
ず
、
興
正
寺
を
支
え
る
識
が
『
御
文
』
を
刊
行
し
よ
う
と
企
て

た
際
に
は
、
玄
智
は
大
麟
に
そ
れ
を
や
め
る
よ
う
説
得
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
『
御
文
』
(
「
御
文
章
」
と
も
称
さ
れ
る
)
は
本
願

寺
教
団
中
興
の
祖
と
称
さ
れ
る
本
願
寺
八
代
門
主
蓮
如
の
消
息
の
中

か
ら
、
と
く
に
教
義
に
関
す
る
も
の
を
五
帖
に
ま
と
め
た
も
の
を
指

す
。
蓮
如
以
後
、
教
化
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
歴
代
の
門
主
が

門
末
へ
授
与
す
る
こ
と
が
慣
例
と
さ
れ
た
。
十
代
門
主
証
如
の
時
に

は
開
板
さ
れ
、
以
後
の
門
主
も
主
と
し
て
板
本
で
弘
通
を
行
っ
て
き

た
。
す
な
わ
ち
、
「
御
文
」
の
開
板
は
本
山
と
し
て
の
行
為
で
あ
り
、

『
教
行
信
証
』
や
『
御
伝
紗
』
蔵
板
の
よ
う
に
、
末
寺
が
開
板
す
る

こ
と
は
西
本
願
寺
に
と
っ
て
看
過
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
後
半

で
は
、
玄
智
は
「
他
所
ニ
而
御
文
章
類
板
」
も
見
つ
け
次
第
本
山
へ

報
告
し
て
き
た
と
あ
り
、
普
段
か
ら
出
版
に
関
し
て
本
山
へ
情
報
を

も
た
ら
し
て
い
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
忠
勤
を
尽

く
」
し
て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
『
真
宗
法
議
」
の
一
件
ゆ
え
に
「
汚



名
を
得
」
て
し
ま
っ
た
と
歎
い
て
い
る
。

本
屋
と
の
主
張
の
相
遣

さ
ら
に
玄
智
の
立
場
を
悪
く
し
た
の
は
、
関
わ
っ
た
本
屋
た
ち
の

行
動
で
あ
っ
た
。
先
に
挙
げ
た
弁
明
書
に
は
、
印
刷
・
製
本
の
経
緯

も
書
か
れ
て
い
る
。

(
前
略
)
然
ニ
、
板
摺
之
儀
、
余
人
ニ
茂
為
致
度
曲
、
実
相
庵

噂
申
候
付
、
拙
寺
江
出
入
仕
候
板
摘
久
兵
衛
と
申
者
ニ
其
体
仕

候
処
、
久
兵
衛
、
早
速
実
相
庵
江
罷
越
、
受
取
摺
立
仕
立
之
儀

迫
請
込
、
同
人
兄
永
岡
調
兵
衛
江
為
致
候
由
ニ
候
故
、
於
御
寺

内
、
右
仕
立
知
何
と
調
兵
衛
へ
申
開
候
得
共
、
私
方
二
階
ニ
於

而
仕
立
候
得
者
、
外
人
見
聞
可
仕
様
相
撚
之
段
、
申
答
候
て
、
両

人
申
合
、
新
本
出
来
仕
候
事
ニ
候
。
然
ル
処
、
御
殿
江
其
如
ケ

様
ニ
相
聞
へ
申
候
哉
、
右
御
尋
之
節
、
久
兵
衛
・
調
兵
衛
両
人

共
罷
出
、
口
上
書
差
出
候
由
故
、
拙
僧
よ
り
茂
委
細
訳
合
白
書

を
以
申
達
皮
旨
申
入
候
得
共
、
法
中
之
儀
者
格
別
候
、
今
夕
ハ

右
両
人
斗
と
の
事
故
、
先
差
控
候
江
、
罷
在
候
。
其
後
、
承
候

得
者
、
両
人
口
書
ニ
慶
証
寺
よ
り
被
頼
候
付
、
摺
仕
立
仕
候
段
、

認
出
シ
候
由
ニ
御
座
候
。
(
以
下
略
)

板
株
を
取
得
し
た
大
麟
が
印
刷
を
信
頼
で
き
る
者
に
任
せ
た
い
意

「
真
宗
法
紫
』
の
出
版
経
緯
と
聖
教
蔵
板
の
意
義

向
を
示
し
た
の
で
、
玄
智
は
懇
意
に
し
て
い
る
板
摺
職
人
の
久
兵
衛

と
い
う
者
を
紹
介
し
た
。
こ
の
久
兵
衛
は
、
こ
の
時
ま
で
に
は
寺
内

町
に
越
し
て
き
で
い
た
永
田
調
兵
衛
の
弟
で
あ
る
。
久
兵
衛
は
兄
の

永
田
と
と
も
に
印
刷
・
製
本
に
取
り
掛
か
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、

玄
智
は
興
正
寺
の
本
を
「
於
御
寺
内
、
右
仕
立
如
何
」
と
寺
内
町
で

行
う
こ
と
を
遠
慮
す
る
よ
う
注
意
し
た
が
、
永
田
は
「
私
方
二
階
ニ

於
」
い
て
仕
立
て
る
の
で
「
外
人
見
聞
可
仕
様
無
之
段
、
申
答
」
え

て
取
り
掛
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
、
事
が
露
見
す
る
と
、
兄
弟

は
口
上
舎
を
提
出
し
「
慶
証
寺
よ
り
(
合
)
被
頼
候
付
、
摺
仕
立
仕

候
」
と
訴
え
た
と
い
う
。
同
文
書
の
以
下
の
部
分
で
は
、
印
刷
・
製

本
は
久
兵
衛
ら
が
大
麟
か
ら
直
に
請
け
負
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
久

兵
衛
ら
は
、
本
山
に
玄
智
か
ら
依
頼
さ
れ
た
と
主
張
し
た
と
い
う
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

参
考
ま
で
に
、
『
御
伝
紗
蔵
版
一
件
記
録
』
に
収
め
ら
れ
た
、
永

田
調
兵
衛
が
寛
政
二
年
九
月
に
本
山
へ
出
し
た
詫
び
状
の
冒
頭
部
を

左
に
掲
げ
る
口
乍
恐
御
尋
ニ
付
申
上
候

一
真
宗
法
裁
井
消
息
と
申
新
板
も
の
摺
立
之
儀
、
慶
証
寺
様
御

噂
有
之
、
私
縁
類
共
之
内
久
兵
衛
と
申
も
の
、
実
相
庵
と
申

御
方
ニ
而
摺
立
仕
候
付
、
則
摺
仕
立
之
義
私
商
売
体
之
儀
ニ

J¥ 
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付
、
久
兵
衛
よ
り
申
次
ニ
而
実
相
庵
御
方
よ
り
請
取
、
百
部

摺
上
ヶ
(
以
下
略
)

右
に
よ
れ
ば
、
興
正
寺
編
「
真
宗
法
集
』
は
、
輿
正
寺
門
主
の
消

息
付
き
で
新
規
に
板
木
が
作
ら
れ
た
が
、
そ
の
際
の
印
刷
・
製
本
は

慶
証
寺
玄
智
か
ら
の
「
噂
」
で
久
兵
衛
が
請
け
負
っ
た
と
あ
る
。

「
時
」
の
意
味
は
正
確
に
取
り
か
ね
る
も
の
の
、
少
な
く
と
も
玄
智

側
か
ら
の
依
頼
で
あ
っ
た
と
主
張
し
て
お
り
、
玄
智
と
本
屋
と
の
主

張
は
一
種
の
水
掛
け
論
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
処
罰
さ
れ
た
の
は
玄
智
で
あ
っ
た
。
永
田
調
兵
衛

は
通
り
一
遍
の
詫
び
状
を
出
し
て
後
、
本
山
か
ら
何
ら
か
の
処
分
が

あ
っ
た
記
録
は
な
い
。

本
山
が
聖
教
を
弘
通
す
る
意
味

本
山
に
よ
る
聖
教
蔵
板

弁
明
書
に
は
『
法
議
』
以
外
に
も
、
「
御
安
心
筋
ニ
付
、
心
得
違

茂
仕
居
候
様
申
成
輩
も
有
之
候
由
」
と
、
当
時
の
「
安
心
」
(
あ
ん

じ
ん
。
信
心
)
つ
ま
り
教
化
の
根
本
に
関
し
て
の
誤
解
に
も
触
れ
て

お
り
、
真
宗
史
の
上
か
ら
重
要
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
あ
く
ま

で
出
版
に
関
係
す
る
こ
と
の
み
を
追
う
も
の
と
し
、
内
容
に
は
踏
み

)¥ 

込
ま
な
い
。
だ
が
、
前
述
の
「
真
宗
法
梁
」
に
関
す
る
弁
明
と
と
も

に
、
玄
智
が
安
心
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
こ
と
は
考
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

折
し
も
、
こ
の
頃
は
「
三
業
惑
乱
と
し
て
は
、
な
お
初
期
に
属
し
、

『
帰
命
弁
」
へ
の
論
難
番
が
一
、
二
現
れ
初
《
(
マ
、
)
》
め
た
頃
で
あ

る
。
(
マ
、
記
号
筆
者
)
」
惑
乱
に
対
す
る
緊
張
感
の
中
で
、
玄
智
の

校
訂
作
業
は
進
め
ら
れ
て
い
た
点
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
時

期
に
、
本
来
は
末
寺
で
あ
る
は
ず
の
輿
正
寺
は
本
山
と
し
て
振
る
舞

う
べ
く
、
聖
教
の
蔵
板
を
試
み
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
都

度
、
本
山
や
玄
智
に
閉
ま
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
玄
智
が
西
本
願
寺

の
聖
教
の
読
み
方
と
し
て
示
し
た
『
真
宗
法
縫
」
の
板
株
を
以
て
、

つ
い
に
興
正
寺
が
聖
教
を
開
板
す
る
に
至
る
。

『
教
行
信
証
」
、
『
六
要
紗
』
お
よ
び
『
御
伝
紗
」
の
蔵
板
過
程
を

見
て
い
く
と
、
も
は
や
末
寺
の
聖
教
出
版
を
阻
止
す
る
こ
と
自
体
が

目
的
化
し
、
御
蔵
板
本
の
鴨
矢
で
あ
る
『
真
宗
法
要
』
の
よ
う
に
町

板
の
誤
り
を
正
す
と
い
っ
た
学
術
的
な
こ
と
な
ど
二
の
次
で
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
聖
教
を
開
板
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
本
山
の
あ
る

べ
き
姿
と
認
識
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

「
本
に
は
身
分
が
あ
る
」
と
は
故
宗
政
五
十
緒
氏
の
有
名
な
言
楽

で
あ
る
が
、
近
世
社
会
に
お
い
て
は
、
い
か
な
る
も
の
に
も
身
分
が



付
与
さ
れ
て
い
る
。
書
物
に
も
当
然
そ
れ
は
あ
り
、
中
で
も
仏
書

(
仏
教
関
係
書
籍
)
は
も
と
も
と
物
の
本
と
い
う
、
本
の
中
で
上
位

に
分
類
さ
れ
る
書
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
数
あ
る
仏
替
の
中
で
も
聖

教
こ
そ
は
最
上
位
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
最
も
位
の
高
い
書
籍
は
、
本
山
こ
そ
管
理
す
べ
き
で
あ

る
。
西
本
願
寺
が
明
和
二
年
(
一
七
六
五
)
に
開
板
し
た
仮
名
聖
教

集
『
真
宗
法
要
』
は
、
ま
さ
に
近
世
的
な
身
分
を
体
現
し
た
書
物
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
本
山
が
聖
教
を
掌
握
し
、
門
末
に
弘
通
さ
せ
る
こ

と
は
、
単
な
る
学
術
利
用
だ
け
で
な
く
、
教
団
の
統
治
を
支
え
た
と

想
像
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
聖
教
の
蔵
板
・
弘
通
は
、
書
物
に
よ
る
教

団
の
統
治
な
の
で
あ
る
。
興
正
寺
が
繰
り
返
し
聖
教
蔵
板
を
試
み
た

理
由
は
そ
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
。

聖
教
出
版
と
い
う
手
段

ま
た
一
方
で
、
興
正
寺
の
『
真
宗
法
議
』
は
、
聖
教
の
正
し
い
読

み
を
示
そ
う
と
し
た
玄
智
の
そ
れ
に
比
べ
て
内
容
が
大
幅
に
改
変
さ

れ
、
政
治
色
の
強
い
性
質
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
末
寺
で
あ
る
興

正
寺
に
聖
教
出
版
の
機
会
を
与
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
け
で
も
本
山

に
は
衝
撃
的
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
三
業
惑

乱
の
影
響
も
迫
り
、
本
山
の
権
威
が
問
わ
れ
る
中
、
前
述
の
通
り
そ

『
真
宗
法
哉
』
の
出
版
経
緯
と
聖
教
蔵
板
の
意
義

の
内
容
は
極
め
て
西
本
願
寺
に
不
都
合
な
も
の
で
あ
っ
た
。

玄
智
は
す
で
に
「
浄
土
三
部
経
』
を
校
訂
し
開
板
し
て
い
た
が
、

こ
れ
は
真
宗
悶
有
の
聖
教
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
『
真
宗
法

集
』
は
、
た
と
え
読
み
を
正
す
た
め
の
舎
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ま

ぎ
れ
も
な
い
真
宗
の
聖
教
集
で
あ
っ
た
。
そ
の
板
株
を
入
手
し
た
興

正
寺
は
、
再
刊
に
あ
た
り
、
『
真
宗
法
議
」
と
い
う
題
名
と
、
読
み

を
記
し
た
聖
教
集
で
あ
る
と
い
う
規
定
ま
で
は
、
出
版
の
慣
例
上
変

更
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
内
容
の
変
更
は
自
由
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
「
興
御
書
』
や
法
然
の
『
一
枚
起
詩
文
』
と
い
っ

た
聖
教
を
入
れ
、
消
息
を
付
し
て
再
刻
.
し
た
。
す
で
に
拙
稿
で
触
れ

た
料
、
『
興
御
書
』
や
『
一
枚
起
請
文
』
は
真
宗
国
有
の
聖
教
で
は

な
い
も
の
の
真
宗
と
関
係
が
深
く
、
当
時
は
盛
ん
に
注
釈
骨
が
出
さ

れ
る
な
ど
注
目
さ
れ
て
い
た
書
物
で
あ
っ
た
。
興
正
寺
が
自
ら
の
存

在
感
を
高
め
る
意
図
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

聖
教
を
開
板
す
る
こ
と
で
本
山
と
し
て
振
る
舞
い
な
が
ら
も
、
西

本
願
寺
に
対
抗
す
る
内
容
を
盛
り
込
ん
で
お
り
、
興
正
寺
の
意
欲
と

巧
み
さ
が
見
え
る
と
同
時
に
、
西
本
願
寺
に
と
っ
て
聖
教
出
版
と
い

う
手
段
が
い
か
に
重
要
で
あ
っ
た
か
が
窺
わ
れ
る
口

-
八
三
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)
刊
「
真
宗
法
要
」
は
、
西
本
願
寺
に

と
っ
て
本
山
に
よ
る
統
治
を
示
す
象
徴
で
あ
っ
た
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

い
か
な
る
も
の
に
も
身
分
が
付
与
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
統
治
が
確
立

し
て
い
た
近
世
期
に
あ
っ
て
、
本
の
身
分
と
し
て
最
高
位
に
位
置
す

る
聖
教
こ
そ
、
本
山
が
掌
握
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、

『
真
宗
法
要
』
の
出
現
は
上
昇
志
向
の
あ
る
末
寺
を
刺
激
す
る
こ
と

と
な
り
、
興
正
寺
は
聖
教
の
蔵
板
を
度
々
試
み
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
山
で
あ
る
西
本
願
寺
と
し
て
は
、
教
団
の
統
治
を
揺
る
が
す
事
態

で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
都
度
輿
正
寺
の
動
き
を
阻
止
し
た
。

逆
に
言
う
と
、
こ
の
時
期
、
興
正
寺
の
聖
教
の
板
株
購
入
を
阻
止

す
る
た
め
に
し
か
、
西
本
願
寺
は
御
蔵
板
を
進
め
て
い
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
玄
智
は
聖
教
の
正
し
い
読
み
を
提
示

す
べ
く
、
『
浄
土
三
部
経
』
に
続
い
て
新
し
い
聖
教
集
「
真
宗
法
議
』

を
開
板
し
た
。
こ
の
板
株
が
興
正
寺
に
渡
っ
た
結
果
、
輿
正
寺
は
題

名
と
読
み
を
記
し
た
聖
教
集
と
い
う
こ
と
の
み
同
じ
で
、
内
容
は
自

ら
の
主
義
主
張
に
置
き
換
え
た
聖
教
集
を
開
板
す
る
に
至
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
。
玄
智
が
本
山
よ
り
幽
閉
に
近
い
処
遇
を
受
け
た
の
は
、

一
八
四

上
記
の
よ
う
な
極
め
て
政
治
的
な
事
情
を
背
負
っ
た
出
版
問
題
が
原

因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
興
正
寺
の
『
真
宗
法
議
』
の
出
版
に
お
い
て
、
直
接
的
に

関
わ
っ
た
本
屋
に
何
ら
処
罰
が
な
い
の
は
意
外
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、

永
回
調
兵
衛
は
こ
の
後
も
商
売
を
続
け
、
本
山
の
御
蔵
板
本
を
扱
う

「
御
蔵
板
支
配
人
」
と
な
っ
て
い
く
。
彼
ら
は
あ
く
ま
で
本
屋
と
い

う
自
律
的
な
存
在
で
あ
り
、
本
山
の
統
治
の
外
と
認
識
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
が
、
詳
し
く
は
稿
を
改
め
た
い
。

【
翻
刻

『
記
事
珠
』
寛
政
四
年
九
月
玄
智
弁
明
書
写
】

〈
凡
例
〉

当
該
資
料
は
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
保
管
『
記
事
珠
』
(
外
題
に

は
「
寛
政
四
年
壬
子
年
九
月
記
事
珠
鏡
鑑
省
」
)
の
中
で
、
寛
政
四

年
九
月
の
記
事
の
中
か
ら
慶
証
寺
玄
智
に
関
す
る
も
の
ふ
た
つ
、
す

な
わ
ち
九
月
十
一
日
お
よ
び
九
月
二
十
三
日
の
ふ
た
つ
の
項
に
書
き

留
め
ら
れ
た
、
玄
智
提
出
番
状
の
写
し
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
真
宗
法
議
」
な
ど
出
版
関
係
の
事
柄
は
も
ち
ろ
ん
、
玄
智
の
幅
広



。
句
読
点
を
私
に
付
し
た
。

。
異
体
字
は
通
行
の
も
の
に
改
め
、
合
字
は
闘
い
て
表
記
し
た
。

。
旧
字
体
は
、
現
行
の
文
字
に
改
め
た
。

時
節
も
無
之
、
若
此
侭
ニ
而
相
果
申
候
而
ハ
外
問
実
儀
共
相

済
不
申
候
付
、
存
念
之
及
候
ノ
分
、
荒
増
申
上
候
問
、
宜

御
賢
察
可
被
成
下
候
。

一
右
事
之
根
源
与
相
成
真
宗
法
議
与
申
書
ハ
、
元
来
拙
寺
蔵
板

ニ
而
候
得
共
、
御
憐
学
頭
実
相
庵
所
望
ニ
付
、
譲
遺
申
候
処
、

彼
御
方
之
新
御
書
与
申
を
刻
足
し
、
蔵
板
与
相
成
、
戊
正
月

以
来
出
入
之
本
屋
ニ
而
摺
仕
立
、
諸
国
江
流
行
仕
候
段
者
、

諸
人
見
聞
之
事
ニ
候
。
然
ニ
、
板
摺
之
儀
、
余
人
ニ
茂
為
致

度
由
、
実
相
庵
鴫
申
候
付
、
拙
寺
江
出
入
仕
候
板
摺
久
兵
衛

と
申
者
ニ
其
体
仕
候
処
、
久
兵
衛
、
早
速
実
相
庵
江
罷
越
、

受
取
摺
立
仕
立
之
儀
迫
請
込
、
同
人
兄
永
田
調
兵
衛
江
為
致

候
由
ニ
候
故
、
於
御
寺
内
、
右
仕
立
如
何
と
調
兵
衛
へ
申
間

候
得
共
、
私
方
二
階
ニ
於
而
仕
立
候
得
者
、
外
人
見
聞
可
仕

様
無
之
段
、
申
答
候
て
、
両
人
申
合
、
新
本
出
来
仕
候
事
ニ

候
。
然
ル
処
、
御
殿
江
其
知
ヶ
様
ニ
相
聞
へ
申
候
哉
、
右
御

尋
之
節
、
久
兵
衛
・
調
兵
衛
両
人
共
罷
出
、
口
上
替
差
出
候

由
故
、
拙
僧
よ
り
茂
委
細
訳
合
口
携
を
以
巾
・
逮
度
旨
申
入
候

得
共
、
法
中
之
儀
者
格
別
候
、
今
夕
ハ
右
両
人
斗
と
の
事
故
、

先
差
控
候
江
、
罷
在
候
。
其
後
、
承
候
得
者
、
両
人
口
書
ニ

慶
証
寺
よ
り
被
頼
候
付
、
摺
仕
立
仕
候
段
、
認
出
シ
候
由
ニ

い
交
遊
関
係
な
ど
、
こ
の
時
期
の
真
宗
史
の
解
明
の
一
助
と
な
る
こ

と
と
考
え
る
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
で
き
る
だ
け
原
本
の
文
字
や
体

裁
を
用
い
る
よ
う
心
が
け
た
が
、
以
下
の
点
は
原
本
の
通
り
で
は
な

I
V
 

〈
寛
政
四
年
九
月
十
一
日
の
項
、
玄
智
提
出
の
弁
明
書
の
写
し
〉

一
先
達
而
よ
り
御
差
止
メ
被
置
候
慶
証
寺
よ
り

左
之
通
番
付
差
出
ス
。

乍
恐
御
歎
申
上
候
覚

一
去
々
年
戊
九
月
廿
六
日
、
於
町
役
所
御
隣
蔵
板
真
宗
法
裁
流

行
之
儀
ニ
付
、
御
尋
之
趣
有
之
候
上
、
猶
又
御
札
之
儀
有
之

候
由
ニ
而
、
他
未
留
被
仰
付
、
其
後
段
々
御
歎
害
等
差
出
候

得
共
、
何
之
御
沙
汰
茂
無
之
候
処
、
又
当
年
五
月
廿
二
日
、

御
尋
之
儀
有
之
候
由
ニ
而
、
右
御
尋
中
御
構
之
内
ニ
被
差
置

候
而
、
今
以
何
等
之
被
仰
間
茂
無
御
座
候
。
不
定
之
露
命
、

弥
老
病
之
身
分
ニ
候
得
者
、
乍
蒙
御
不
審
二
百
之
申
関
仕
候

『
真
宗
法
紫
』
の
出
版
経
緯
と
聖
教
蔵
板
の
意
義

一
八
五
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御
座
候
。
拙
僧
よ
り
ハ
右
之
通
久
兵
衛
江
噂
仕
候
迄
ニ
而
、

頼
候
と
申
ニ
而
ハ
無
之
、
調
兵
衛
仕
立
之
儀
ハ
如
何
与
差
止

メ
申
候
得
共
、
承
引
不
仕
、
両
人
共
直
ニ
実
相
庵
江
罷
越
、

請
取
摺
仕
立
仕
候
儀
ニ
御
座
候
処
、
慶
証
寺
よ
り
頼
ミ
と
啓

上
候
段
、
相
違
之
事
ニ
而
、
畢
覚
右
体
ニ
調
兵
衛
竪
ク
乍
申
、

自
家
よ
り
事
を
漏
し
、
御
尋
ニ
及
ヒ
候
而
、
身
抜
之
為
ニ
却

而
慶
証
寺
頼
与
申
立
候
と
推
察
仕
候
。
依
之
、
右
御
礼
之
節

ハ
、
委
細
可
申
上
与
相
待
罷
在
候
。
三
年
以
来
難
渋
仕
候
上
、

種
々
風
説
に
預
り
候
茂
、
右
口
書
よ
り
事
起
候
得
者
、
此
段

被
聞
召
分
被
下
候
様
、
奉
願
候
。
猶
又
、
右
之
次
第
二
候
得

者
、
真
宗
法
集
蔵
板
茂
如
何
敷
被
思
召
候
ハ
、
、
実
相
庵
帰

京
仕
候
ハ
、
、
何
卒
板
木
買
戻
し
差
上
申
度
存
念
罷
在
候
。

一
実
相
庵
儀
者
、
年
来
同
心
之
学
友
ニ
而
、
近
来
御
隣
ニ
於
而

御
用
被
有
之
候
ニ
付
、
内
々
承
り
試
ミ
候
処
、
他
山
ニ
而
御

得
度
之
諌
言
申
上
、
又
先
門
様
御
葬
送
御
供
之
儀
を
御
動
メ

申
、
又
御
中
陰
間
御
焼
香
之
儀
取
斗
候
等
之
事
共
、
随
分
本

末
之
筋
合
相
心
得
居
候
様
ニ
相
見
へ
是
又
自
然
内
聞
等
之
御

用
ニ
相
立
候
儀
も
可
有
之
哉
と
存
候
侭
、
不
相
替
付
合
申
候

得
共
、
是
以
法
門
筋
斗
ニ
而
世
辺
公
事
出
入
之
儀
ニ
相
拘
り

候
事
者
一
切
無
之
候
。
当
春
以
来
江
戸
ニ
罷
在
、
御
法
義
筋

杯
申
立
候
歎
与
察
入
候
付
、
近
来
鎮
西
流
異
論
公
裁
之
例
を

引
候
而
、
御
安
心
筋
も
御
和
融
所
希
候
旨
、
一
応
申
遣
候
迄

ニ
而
、
其
返
書
茂
所
持
仕
候
。
其
外
害
状
差
登
候
得
共
、
返

書
ハ
遺
不
申
候
。
近
此
其
御
憐
ト
御
家
中
へ
状
通
等
御
停
止

之
由
、
当
五
月
初
而
承
り
之
。
夫
迄
ハ
一
向
存
知
不
仕
候
付
、

右
程
之
儀
ハ
言
及
候
迄
御
座
候
。
惣
市
御
憐
壱
件
ニ
付
、
江

戸
紀
州
ノ
加
州
等
、
何
角
引
請
候
而
、
御
用
勤
候
段
者
、
兼

而
御
存
知
可
被
下
と
奉
存
候
。
其
外
、
彼
御
方
ニ
而
講
中
よ

り
五
帖
御
文
章
新
板
之
願
茂
仕
候
由
故
、
実
相
庵
江
申
問
、

出
来
不
申
様
取
斗
、
又
御
伝
記
蔵
板
企
之
節
ハ
、
別
而
蒙
仰

候
事
故
、
早
速
書
林
江
引
合
、
公
辺
江
願
出
、
御
当
方
御
蔵

板
ニ
相
成
真
名
御
聖
教
類
之
御
蔵
板
迄
茂
同
断
ニ
相
済
、
且

又
他
所
ニ
而
御
文
章
類
板
之
儀
も
承
及
次
第
段
之
注
進
申

上
、
彼
是
と
す
志
之
忠
勤
を
尽
し
候
処
、
右
体
之
事
よ
り
汚

名
を
得
、
旧
功
を
没
し
候
段
、
心
外
之
至
、
御
賢
察
可
被
成

下
候
D

一
御
安
心
筋
ニ
付
、
心
得
違
茂
仕
居
候
様
申
成
輩
も
有
之
候
由
、

兼
而
承
及
候
得
者
、
御
殿
江
茂
如
何
体
ニ
相
関
候
哉
と
無
党

束
奉
存
候
。
乍
無
調
法
、
数
十
年
来
御
堂
井
諸
国
御
使
輪

番
相
勤
、
御
門
下
教
化
仕
、
殊
ニ
先
年
御
忌
初
夜
、
法
談



相
勤
候
節
者
、
別
段
達
御
聴
御
褒
美
被
成
下
、
勿
論
平
常

少
々
之
是
家
共
も
教
化
仕
候
得
ハ
、
心
得
違
可
仕
共
、
不
奉

存
候
。
然
ニ
近
年
一
味
平
等
之
御
安
心
ニ
付
、
所
々
異
論
有

之
候
者
、
諾
ニ
狂
る
を
た
め
て
直
ニ
過
る
と
申
類
ニ
而
、
此

二
少
之
違
、
水
火
之
誇
と
相
成
候
哉
と
、
推
察
仕
候
。
右
御

隣
ト
新
御
舎
と
中
茂
御
安
心
之
趣
ハ
相
違
無
之
様
ニ
奉
存

候
。
愚
案
之
趣
ハ
異
論
和
合
為
致
皮
存
念
ニ
而
、
先
年
考
信

録
之
内
ニ
も
粗
記
し
御
殿
江
も
差
上
置
、
猶
又
近
来
樺
他
見

候
得
共
、
存
寄
集
記
仕
置
候
一
冊
も
御
座
候
。
仰
替
智
洞
、

円
珠
、
北
天
、
大
慶
、
勿
照
其
外
務
法
友
出
会
之
節
ハ
、
毎

度
評
談
仕
候
処
、
何
茂
愚
案
と
相
違
茂
無
御
座
候
。
併
、
御

安
心
之
儀
ハ
、
自
他
来
世
之
昇
証
ニ
拘
り
候
。
一
大
事
ニ
候

得
者
、
若
思
召
ニ
不
相
叶
儀
茂
御
座
候
ハ
、
、
幾
量
ニ
も
相

改
可
被
成
下
候
。
右
等
之
外
ニ
茂
、
訴
人
杯
有
之
候
而
何
等

御
不
審
儀
茂
御
座
候
ハ
¥
逐
一
御
札
被
下
候
様
仕
度
候
。

ケ
機
ニ
永
々
御
苦
労
ニ
相
成
候
段
、
奉
恐
入
、
且
又
、
兼
而

欝
滞
之
病
気
ニ
罷
在
程
ニ
、
服
薬
仕
候
得
共
、
相
勝
不
申
、

医
師
茂
容
易
ニ
ハ
開
け
申
間
敷
旨
申
聞
候
。
多
年
修
学
之
所

詮
ニ
ハ
諸
法
友
ヘ
談
合
し
、
一
宗
古
今
之
釈
義
を
集
而
大
成

し
、
後
代
之
亀
鑑
ニ
相
備
リ
候
著
述
之
存
志
ニ
而
、
最
早
弐

「
真
宗
法
紫
』
の
出
版
経
緯
と
聖
教
蔵
板
の
意
義

十
巻
出
来
仕
、
残
拾
巻
斗
相
成
、
何
卒
存
命
之
内
ニ
成
就
仕

度
、
念
願
候
処
、
中
途
ニ
而
廃
退
仕
候
段
も
残
念
至
極
奉
存

候
。
其
上
三
ヶ
年
来
難
渋
ニ
付
、
親
類
、
且
家
共
茂
程
之
痛

心
仕
、
類
焼
以
後
、
困
窮
之
処
、
少
し
法
用
茂
他
寺
相
頼
候

而
ハ
助
成
茂
無
之
、
朝
夕
取
続
茂
難
出
来
、
家
族
共
茂
迷
惑

仕
候
事
ニ
候
問
、
此
等
之
趣
、
共
ニ
被
仰
上
、
最
円
十
老
裏
仕
、

余
命
茂
無
之
候
得
者
、
御
憐
慾
を
以
而
、
早
速
被
及
御
沙
汰
、

御
免
許
被
成
下
候
様
、
偏
ニ
奉
願
候
。
以
上
。

九

月

慶

証

寺

玄
智
印

御
役
所
」

〈
寛
政
四
年
九
月
二
十
三
日
の
項
、
玄
智
嘆
願
書
の
写
し
〉

一
慶
証
寺
よ
り
左
之
通
書
付
差
出
ス
。

奉
願
口
上

一
先
逮
而
御
関
山
聖
人
御
伝
記
、
其
外
真
名
御
聖
教
九
部
御

蔵
板
之
掛
リ
被
仰
付
、
書
林
板
元
応
対
公
辺
願
上
無
滞
相

済
、
御
入
用
金
都
合
弐
拾
五
両
取
替
申
上
置
候
内
、
去
申

十
二
月
、
拾
両
拝
借
仕
候
、
委
細
日
記
勘
定
書
等
、
段
々
差

一
八
七



圏
文
皐
論
叢

第
六
十
二
輯

上
置
候
通
ニ
御
座
候
。
其
後
者
近
来
之
仕
合
ニ
候
処
、
申
上

候
儀
も
差
控
罷
在
候
得
共
、
い
つ
迄
茂
此
侭
ニ
仕
置
候
而
も

相
済
不
申
、
後
々
却
而
御
苦
労
ニ
相
成
候
茂
難
斗
。
其
上
、

拙
寺
類
焼
以
来
、
難
渋
弥
三
ヶ
年
来
之
龍
居
、
努
甚
困
窮
仕
、

法
衣
・
書
籍
・
板
木
・
家
具
之
類
迄
売
払
漸
朝
夕
取
続
仕
候

風
情
ニ
候
得
者
、
何
卒
御
救
、
努
右
残
金
拾
五
両
御
渡
被
下

候
而
、
預
リ
置
候
元
株
之
板
木
等
、
番
付
類
茂
差
上
事
済
玲

付
候
様
御
取
斗
奉
願
候
問
、
此
段
宜
被
仰
上
可
被
下
候
。
以

上。

子九
月

御
役
所
」

慶
証
寺玄
智
書
判

注
(
l
)

注

(
l
)

拙
稿
「
興
正
寺
の
聖
教
出
版
活
動
」
「
書
物
・
出
版
と

社
会
変
容
」
十
三
号
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
研
究
会

二

o=一年

(
2
)

玄
智
校
訂
本
お
よ
び
西
本
願
寺
依
用
の
「
三
部
経
』
に
閲
し
て
は
、

堀
祐
彰
「
本
願
寺
蔵
版
『
浄
土
三
部
経
』
の
特
徴
に
つ
い
て
」
(
『
龍

-・、、
-
t

、

-，
J
s
J
 

龍
谷
教
学
会
議

谷
教
学
」
五
一
号

(3)
部
谷
大
学
大
宮
図
書
館
所
蔵
請
求
記
号
O
一一一一
l

二
五
七
1

一。

観
刻
は
拙
稿
「
『
御
伝
紗
蔵
版
一
件
記
録
』
観
刻
と
紹
介
」
(
『
書
物
・

出
版
と
社
会
変
容
』
十
号
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
研
究
会

二
O
一
一
年
)

(4)

前
掲
論
文
①

(5)

『
教
行
信
証
」
や
『
六
要
妙
」
の
蔵
板
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
「
真

宗
法
要
』
開
版
以
後
の
御
蔵
版
の
状
況
」
(
能
谷
大
学
国
文
学
会
「
国

文
皐
論
叢
』
第
五
十
五
輯
(
二

O
一
O
年
二
月
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
6
)

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
所
蔵
請
求
記
号
O
一一一一
l

二
九
四
l

一

(
7
)

拙
稿
「
「
真
宗
法
議
及
夏
中
勧
諭
消
息
開
版
一
件
」
銅
刻
と
解
題
」

『
古
典
文
護
論
叢
」
第
四
号
文
郵
談
話
会
二

O
二
一
年
三
月

(8)

歩
弥
紡
「
近
世
の
本
願
寺
史
家
と
し
て
の
鹿
証
寺
玄
智
」
本
願
寺

史
料
研
究
所
報
第
五
十
一
二

O
一
六
年
七
月

(9)

教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
編
「
持
土
真
宗
聖
典
|
註
釈
版
第
二
版

ー
』
本
願
寺
出
版
社
三
九
五
頁

(
叩
)
前
掲
論
文
①

(
龍
谷
大
学
非
常
勤
講
師
/
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

(
P
D
)
)

ニ
O
一
六
年
七
月
)
に
詳
し


